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文ではこれらのうち，臨界ベータ値の決定及び、major d isruption の解明という 2 つの問題を取り















を使ってまず第四章でトカマクに於ける major disruption の過程を調べ，それがm/n= 2 / 1 (m , 













る O 本研究は MHD モデルに基づき時間依存方程式系を数値的に積分して現象を模擬することにより，
とくにトカマクプラズマの破壊性不安定性の解明に必要な情報を得ることに努めている。そしてこの
破壊性不安定性に対するトロイダル効果，及び有限ベータ値効果の重要性に着目し，従来のモデルで
は取り入れられなかったこれらの効果を導入し破壊性不安定性の新しいモデルを考案し，シミュレー
ション及び実験との比較によりモデルの妥当性を確かめている。
このように本論文はトカマクプラズマの最大の課題となっている限界ベータ値の問題とプラズマ柱
の破壊性不安定性について，重要な知見を与えており，今後の核融合研究に貢献するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-530-
